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要          旨 

〔趣旨〕 

新川みどりの広場は、ツミという野鳥が巣づくりするほど､自然豊かな市民にとっ

て貴重な広場です。 

親子で遊ぶ会をしている私たちにとって､幼児から青年まで異年齢のたくさんの子

どもたちが思い思いにのびのび遊べるとっても大切な広場です。地面を掘ってたき火

をし､バーベキューをし､ドラム缶風呂を楽しんだり､子どもも大人も心から楽しむこ

とのできるステキな広場です。みんなこの広場が大好きで、とても大切に思っていま

す。 

今回の農業公園計画は､どのような経過で進められてきたのか､広く市民に公表さ

れておらず､内容も市民にとって､子どもたちにとって､どのように有効なのかも公開

されておりません。 

また､農業公園の大部分を占める緑化センターは､市の経営ではなくＪＡの店舗で

す。 

こんなに自然豊かで地域の子どもたちにとっても、大人にとっても、野鳥にとって

も大切なこの広場を今､なぜ農業公園にしなければならないか理解できません。 

もし､農業公園になるのであれば､市民参加の市民の手による市民のための農業公

園になることを望みます。計画の見直しを検討していただきたいと思います。 

 

 

 

 


